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核兵器廃絶への道
TowardEliminationofNuclearWeapons

1．核兵器とその実態

核兵器の廃絶は随分長い間に亘って世界の各地で唱

えられ，特に日本では反核運動の一環として多くの人

によって推進されてきた．日本に限った事ではないが

具体的な政策よりはスローガンとしての位置づけが主

で，核兵器を設計し，生産し，保守点検と管理の任に

当る実務家の立場を考えての議論は外国でも少なく，

特に日本では皆無である．その為に核兵器廃絶の具体

的な方策の検討はあまりされず，市民運動としての集

約ぶりに関心が集中する傾向がある．

冷戦を通じて長い核軍備競争の経済的負担が過大に

なり，1990年代に入ってアメリカとソ連の間で核兵器

を実際に削減するSTART条約が締結され,1993年に

は長距離核弾頭を紀元2007年までに3000乃至3500発ま

で減らす合意が成立した．核弾頭を安全に，臨界事故

など起こさず，国際テロに盗まれたり，闇市場に流れ

たりする事なく平穏裏の解体処理するのは容易な仕事

ではない．アメリカの議会，国防省，エネルギー省な

どが問題を深刻に受けとめるようになった.Harvard

大学の科学と国際関係研究センター(BelferCenter

forScienceandlnternationalAffairs)を中心と

する一部の教授達がアメリカ上院，ワシントンの行政

府と連絡を取りながらこの問題を整理し処理する事に

努力を集中した．1991年には「脅威削減相互協力法

(Nunn/Lugar法と呼ばれる)」が成立してアメリカ

とロシアの間でこの間の措置を具体的に協議し，実行

する事が始まった．今日までにアメリカは国防費のな

かから合計15億ドルの支出を決めている．

表1，図－1．2に冷戦から今日にかけての世界の核

弾頭数の変遷を示す．（特に別記しない限り核兵器関

連の数字はアメリカの雑誌BulletinoftheAtomic
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Scientistsに依っている).核実験部分停止条約(PT

BT),核不拡散条約(NPT)等が締結される一方で

1970年代以降，世界の核兵器の数は増加の一途を辿り，

1987年に約7万発でピークに達している．これらの数

字や米ソの核弾頭やミサイルについては可なり広く情

報が伝えられており，必ずしも秘密扱いされた訳でも

ないのだが，一般に，そしてわが国では特にこれらの

情報に対して無関心であった．

2．核時代を特徴づける出来事

簡単に要約すると核の時代を以下の様に取り纒める

事が出来る．

核の国際管理

◇1946BaruChPlan

◇1953AtomsforPeace

◇19571AEA設立

1961キューバミサイル危機

◇36SS-4(射程1700km,1Mt)

◇24SS-5(射程3500km,1Mt)

◇421L-28(12kt爆弾搭載）その他巡航ミサイル等

超大国による核独占

◇1963PartialTestBanTreaty(PTBT)

◇1968核不拡散条約(NPT)

◇1972/79SALT-I,-n,ABM条約

核抑止と核対決

◇1979NATO二重決定

◇1980核物質防護条約

◇1983Pershing-Ⅱ配備

核の呪縛がとけた

◇19871NF条約

◇1991/93START-I,-Ⅱ条約

◇1996全面核実験禁止条約(CTBT)

核弾頭と爆発力の歴史

◇核兵器産業の規模（郵便番号だけの都市）

◇核兵器の解体と処分
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表1世界の核弾頭数 (1,000）
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図－1米ソ核弾頭の数の歴史
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図－2米ソ核弾頭の破壊力の歴史

◇CanberraCommission

◇TokyoForum

◇START-m2000発（但し予備，補充，部品は別）

3．核不拡散と核廃絶の為の東京フォーラム

印度，パキスタンの核実験を機に昨年8月発足し，

今年夏迄に18カ国から参加の会合を4回行い，何等か

の提言を行なう．図-3は著者がフォーラムに提出した

核兵器解体の燃料サイクル．

運搬兵器を休止状態にする．核弾頭の取り外し

外した弾頭，予備，その他の一時保管

これら兵器を安全に貯蔵施設に運搬，保管

核兵器組立工場で解体，又は保守管理

プルトニュウム，ウランの臨界安全な保管

プルトニュウム処理，低濃度ウランへの転換

原子炉燃料に加工

原子炉装荷

以下は通常の燃料サイクル

核弾頭解体迄はitemaccountability

解体後はmaterialaccountability

全体を通じてnuclearmaterialsafety

IAEAと同様な手法によるsafeguardsの実施

Nuc彪αr･jVote6oo虎jspﾉ印o花d6yRo6erfS,NC流sα凡dW蛾amM．

Aノカ加qftﾉZejVatumjResoI"℃esDa/mseCoz"zc".I""fessんo凹虹be

d舵ctedtoⅣRDC,I200Ng”Yo流AueFzz4e,Ⅳ.W・’8座此e400,Wasb加一

gto",，.C､,20005；202-289-6868.

◇Nunn/Lugar軍，研究所，原子力省，貯蔵，輸送

◇高濃縮ウラン，兵器級プルトニウム

核兵器の保守と管理

◇設計寿命25年，実際のrecyclel2/13年

◇10年で45億ドルの研究開発費

核廃絶への道

◇Harvardとの共同セミナー(1993年以来）
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U.S.(froml988)andSoviet/Russian(froml986)warheadsinclude

thosemactive,operationalforces;retired,non-deployedwarheads
awaitmgdismantlement；andweaponsin1℃Serve・Forrecentyears，
theestimatefortheformerSovietUnion/Russiais50percent
active,50percentretired/reserve.FormoredetailonRussianand
U.S・stockpilessee"NuclearNotebook"May/Junel997andJuly
/August1997.
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NuclearWeaponsDismantlingFuelCycle
･Eachboxrepresentsanitemormaterialaccountancyareawithcontainmentandsurveillanceto
assuretheperimeterintegrity.

･ExitandentrytoandfromeachboxaresubjecttomaterialaccountancychecksimilartolAEA
safeguardsasprovidedundertheNPT.

･Eachtransferissubjecttomaterialsafrtyandsafeguards.

HEU:highlyenricheduraniumLEU:Lowenricheduranium

Pits:plutoniumimplosionmechanismoffissionweaponsPu:plutonium
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図－3核兵器解体の燃料サイクル

表2米国の海中発射弾ミサイル発達の歴史

GrahamSpinardi"FFoﾉγzPoJcWstoT"de7zt"CambridgeU.Press,1994

NaturalResourcesDefenseCouncil$Ⅳ"clea7､Weqpo"sDczta加o"''Ballinger,1984
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Pu
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Reprocessing

Plutomum
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Peacefulnuclear

fUelcycle

名称
Polaris

A-1

Polaris

A-2

Polaris

A-3

Poseidon

C-3

Trident

C-4

Trident

D-5

最初の就役（年） 1960 1962 1964 1971 1979 1989

全長(cm) 863 939 978 1030 1030 1387

射程(km) 2222 2778 4630 4630/5556 7408 7500

発射重量(ton) 12.9 14.6 16.1 29.2 32.8 58.5

弾頭 W47(800kt) W47(600kt)

3MIRV

W58(40kt)

10MIRV

W76(100kt)

8MIRV

W76(100kt)

10/14MIRV

W88(475kt)

W76(100kt)

命中精度(km)(CEP) 3.7 3.7 0.9 0.5 0.2～0.5 0.1
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表3世界の核ミサイルの発達程度の比較

945広島，長崎

949ソ連原爆実験

米英ソ連仏中イスラインドパ北鮮その他
エル

1952水爆登場

原潜第一号

1957スプートニク

国際原子力機関

ポラリスSLBM

1962キューバ・ミサ

イル危機

部分核実験禁止

条約(PTBT)
1965

1970NPT発効

に
SALT,ABM

1973第一次石油ショック

1977CarterPu政策

SALT-n

アフガン侵攻

1981

1985GeneveSummit

1989TridentD-5就航

STARTLI条約

1993START-Ⅱ条約

化学兵器条約

1996全面核実験禁止

(CTBT)

7957詞

70発

|為
0発

20発

核兵器と核ミサイル，効用，兵器としてのグレード（縦線の長さに比例）
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4．最新の兵器と国の間の技術格差
前に駆け込み実験をしたSLBMはだいぶ技術水準が

落ち，中国のそれはさらに低レベルで少数の単弾頭ミ

サイルを潜水艦に積み込んだものが1隻と伝えられる．

中国は陸上のミサイルのICBMよりは中距離，短距離

が主であって米露のそれとは比較にならない．それら

の点を考慮して開発の程度と保有弾頭数を書き入れた

のが表3である.厳密な比較ではなく，飽くまで相対

的な程度を感覚的に表現したものにすぎない．

同じ核兵器と言っても国に依って保有する数も性能

も著しく異なり，これらを同時に全部廃絶する事は非

実際的である．全体のバランスと解体作業の手前，プ

ルトニュウムや高濃縮ウランの在庫なども頭に入れた

上で，現実に遂行可能で政治的に合意が期待出来る方

策を考えねばならない．

冷戦の時代を通じてアメリカは約百種類の核兵器を

開発，配備した（核弾頭，ミサイルその他運搬手段）

表2は原子力潜水艦が海中から発射する所謂SLBM

であり右端のTridentD-5が最新鋭でICBMなみの距

離を飛び，高い命中精度をもった兵器で21世紀初頭の

アメリカの核を代表するものと言われている．ロシア

の場合は伝統的にアメリカに追尾してほぼ同様の技術

水準を達成しており，海では新DeltaV潜水艦にSS-

NX-24などの固体燃料SLBMを搭載する模様と推定

されている．ICNBMとしては新しい,SS-27が単弾

頭の固体燃料ミサイルである．英国はアメリカから

TridentD-5を導入する．

それに比べるとフランスが1996年にCTBT署名の直

－4－




